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私達の「これまで」と「これから」を

心からの感謝の気持ちを込めてお伝えします。

日本の扉を開くために、

OPEN JAPANは動き続けます。

未来をつくる取り組みも

これまでに加え、よりいっそう力を込めて。

一歩一歩重ねていきます。
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被災された方々を対象に仮設住宅などで車を共同利用（カーシェアリング）する取り
組みを、2011 年 4 月に車集めから活動を始め、全国から寄せられた約 65 台の中古
車を今も継続して活用しています。
前回の報告から１年。この間も目いっぱい活動してまいりました。

EV（電気自動車）カーシェアリング
昨年の夏に三菱自動車工業 ( 株 ) より電気自動車 i-MiEVを 6 台無償貸与して頂き、仮設住
宅に充電設備を設置。自治会管理による EV カーシェアリングが 2013 年 8 月より始ま
りました。住民有志による送迎活動、電気を取り出す機能を活用した防災訓練、また自治会
の催しの電源としても活用されました。更に EV を設置している５つの仮設自治会担当者
が月２回集まり情報交換を行う『EVユーザー協議会』も結成。『EVユーザー協議会』でEVに
乗って温泉に行く企画『EV 旅行』も行われるようになり、コミュニティの輪が仮設の垣根を
越えて、広がりを作っていっています。
また、来年ピークを迎えるであろう復興公営住宅への引っ越しを見据えて、仮設自治会が窓口
になり、電気自動車軽トラ（協力：三菱自動車工業 ( 株 )）をカンパ制で貸し出す取り組みが
石巻仮設住宅自治連合推進会と共同で始まりました。
現在、『太陽光パネルでEVを充電するシステム』の仮設住宅におけるデモを実現するため、
メーカーと石巻市と共に協議を進め、持続可能なモデル作りに向けて突き進んでおります。

レンタカー事業
2013 年 12 月にレンタカーの事業免許を取得しました。私達がカーシェアリング用として貸し
出した車は役割を終え返却される場合があります。返却された車はレンタカーとして県外から
来られる方々等に有料で貸し出し、その車検代などに充てるという私達にとって初めての収益事業
をスタートさせました。普段から協力関係にある支援団体と提携し、彼らの活動（もちろん
OPEN JAPAN の各プロジェクト含む）を支援したり、活動に参加した方はクラブメンバーとし
て半額でレンタカーを利用できるようにしました。
共に活動している仲間を応援したいという気持ち、そして「もう一度被災地へ来ていただきたい」
という願いを込めてこうした制度を導入しました。

これからのこと
震災から４年目を迎え、私達は意識を「緊急時」から「平時」に高める決意をしました。このプロジェ
クトの目的は『石巻に社会の雛形を作る』という事です。ある種特殊な条件でもある仮設住宅や
復興公営住宅での取り組みだけでは、他の地域にも転用できるような雛形にはなりえな
いのです。ですから、これからは復興公営住宅において持続可能な『コミュニティ・カーシェア
リング』のモデル作りを進めながら、再建された方、被災を免れた方なども含め、全ての石巻
の方々をも対象にした登録制のカーシェアリングに挑戦したいと思っております。普段使って
いる車で安心して知人や友人、店舗の場合ならお客さんとカーシェアリングできるような仕組み
をこの石巻で作れたらと考えております。
この原稿を書いている前の週に秩父の市民団体から要請があり、石巻で活用している軽トラを
豪雪災害に見舞われた地域に石巻の地元スタッフが届けて来ました。石巻で展開している私達
のカーシェアリングのスキームを活用して、市民の方々が除雪用に自由に軽トラを活用できるよ
うにしたのです。
石巻は全国から様々な支援をいただきました。今度はその支援を元に石巻で作り上げたモデル
を石巻の方々が全国へ飛び出し、それを伝えていく。貢献する側になる事こそ、復興だと
考えております。そんな夢をめざし、これからも一歩ずつ前に進みたいと思います。

吉澤 武彦（タケ）

OPEN JAPAN 事務局及びこの報告書で紹介しているプロジェクトへご支援
いただいた方は、日本カーシェアリング協会が始めたレンタカーを半額で利
用いただけます。ぜひ今一度石巻を訪れ、私達の車を活用して被災地を巡っ
てください。以前訪れた時に出会った地元の方に会いに行ったり、まだ訪れ
た事がない方は、これを機会に訪れてみていはいかがでしょうか。あなたが
訪れるだけでその地域の力になります。
※なお車両は完全予約制となっております。車両の貸し出しは OPEN JAPAN にて行って
おりますので、詳しくは日本カーシェアリング協会のホームページをご確認いただくか
OPEN JAPANまでお問い合わせください。

日本カーシェアリング協会 http://www.japan-csa.org/

カーシェアリングプロジェクト
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　～社会の雛形を作る～

４年目。被災した場所にも再建した店や工場もちらほら現れ、復興住宅建設のための整地も始まりました。しかし、街は人が減りどこも
大変そう。仮設住宅では自治会が維持できず解散したところが出始めた。正念場がやってきました。こんな時こそ頭を上げて、誰よりも
高くて、遠くの、明るい未来『夢』を被災地の人達と共に描き力強く一歩を踏み出します。大切なのは、『何を目指したか！そして動い
たか！』見ていてください、私達を、そして被災地を。
感謝の気持ちを込めて、ご報告させていただきます。 OPEN JAPAN 代表理事　吉澤武彦

もう一度被災地へ　　OPEN JAPAN支援者の皆さまはレンタカーが半額もう一度被災地へ　　OPEN JAPAN支援者の皆さまはレンタカーが半額
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子ども交流キャンプ！！

～ほとんど何もなくなってしまった沿岸部に、ホットやすらげられる場所・風景を残したい～
東日本大震災の津波に耐えた牡鹿半島大原地区にある古民家を何かに活用できないだろうかと顧問である
吉村が探していたところ、活動拠点を探していた愛媛で飲食店を経営している神野と出会い、そこから
生まれたプロジェクト。

2013 年 3 月 11 日から支援者、協力者の方々の熱意と力をいただきプロジェクトがスタートしてから
現在までの活動を報告させていただきます。
今年度の建家改修工事は、内部の下地工事、外壁の補修、床仕上工事、一部建家の壁工事、厨房のカウンター
新設、電気設備の二次配線工事、一部屋根の改修工事が無事に終了し、残すところ厨房設備と衛生設備、
各所の仕上工事、外周りの外溝工事等を今後順次進めていく計画です。
東京や新潟の仲間だけでなく、地元の大工さんや設備業者さんにもご協力いただき、なにより地域の応援
無しではここまで工事を進めることはできなかった事に深く感謝するとともに、お礼の言葉しかありませ
ん。また、継続して支援してくださっている団体や企業、個人の皆さんにも、改めてお礼と感謝の言葉
を贈らせていただきます。
プロジェクトが当初の予定より大幅に遅れている事に責任を感じておりますが、今後も努力を惜しまず
無理のない早期のオープンを目指し、進行してまいります。しかし継続して本プロジェクトを進めるた
めには、あと1千 5百万円の資金を必要としているのが現状です。皆様からの更なるご支援とご協力、
ならびに情報拡散を重ねてお願いいたします。
人と人が出逢う温かい触れ合いの場。おいしい食事や「お茶っこ」しながら、地元の方々や牡鹿
半島を訪れた方達が気軽にコミュニケーションができる場を目指す、人や地球に優しい IBUKI
を今後ともよろしくお願いいたします。

對馬 達（Bubb)

「体育館がバリバリと津波で流されていったの・・・」という、廃校となった谷川小学校の生徒の言葉が忘
れられず覚えている。牡鹿半島では、リアス式海岸側での津波は２０ｍ近くに達し、谷川小学校も津波で
校舎が呑み込まれたが、幸い裏山に全員避難して難を逃れた。
牡鹿半島の反対側に位置する大原小学校に統合されて、バス通いとなっている子ども達の心には、あの日の
恐怖が忘れられずに残っているだろう・・・そして、学校手前まで、津波が押し寄せた大原小学校周辺、
そして各漁村でも大きな被害があった為、子ども達の心のサポートは必要だと痛感していた。
そんな中、沢山の方々にご協力いただき昨年まで５回にわたって、長野県黒姫高原での春スキー、京都
観光を通じての交流キャンプ、夏は野尻湖での水遊びやハイキングを開催することが出来た。特に津波が
想定されない野尻湖での湖水浴には、「とても気持ちが良かった！！」と喜び、何よりも長野県信濃町
の子ども達との友達関係が宝物になって、今もそれぞれ交流が続いている。
「もう、大丈夫、あの日の事を話せるようになった・・・」と津波の状況、その後、社で一晩先生や
子ども達だけで震えて過ごした夜のことを話し出した子どもがいた。
あれから3年、少しずつ時が動き始めている・・・

今後ともご支援、ご協力よろしくお願いします！！　　　吉村 誠司（助）

古民家再生IBUKIプロジェクト
　～牡鹿半島に人・物・情報の流れを作る～

　～友達と一緒に過ごす時間～
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あの日から【笑顔の種をまこう! 】を合い言葉に、生まれ育った石巻市内、東松島市、女川町の子どもたち向けのイベントや
ワークショップ、次世代育成野外環境キャンプや仮設施設でのイベントを継続開催し、
ふる里の子どもたちの遊び場や住民が集う場所の景観再生のための植樹活動や畑整備も
行っています。また「被災地の今 ... 私たちが出来る事」や「防災」をテーマに講演会や
物産観光 PR なども全国で行って参ります。

NPO法人スマイルシード

石巻仮設住宅自治連合推進会

NPO法人スマイルシード

石巻仮設住宅自治連合推進会

福島の原発事故によって営みが失われた地域があります。かつてそこに暮らしていた方々に自分史を書き残して頂き、
その地域の営みを伝え残す活動をスタートさせました。2012年秋頃から活動を始め、南相馬市小高地区から避難さ
れた方々と、埼玉県加須市に避難している双葉町の方々を訪ね、一人一人とじっくり打合せを行い、自分で書く事が
難しい方は語りを記録し、それを書き起こしたものを元に制作しています。インタビュー、テープ起こし、編集、
デザインと、１冊の自分史を制作する為には非常に大きな労力を要しますが、それを有志の皆さんが遠隔で分業し
制作を進めております。お墓に手を合わせても何も語ってくれません。しかし一冊の自分史は、子孫たちにその人
の生き様、地域の文化、教訓等多くを語ってくれます。自分史を書く本人にとっても、色鮮やかな思い出の世界に

入るきっかけとなり、出来上がったものは人生の集大成となります。
今まで 7 名の方の自分史制作に取り掛かりました。それらの原稿を眺めると、その

土地の美しく豊かな自然、戦時中の様子、そして原発ができる前、できた後、事
故後の生活の変化がありありと描かれています。もしも、双葉町の100人の方々
に自分史を書き残して頂ければ、この時代の双葉町の営みが蘇る貴重な歴史
的資料になるはずです。政治家、学者、マスコミといった一部の人や機関
の一方的な視点で伝え残す歴史ではなく、一般市民の視点で綴られた自分史
を元に伝えられる『誠実な歴史』を後世に残したいと思っております。これ
からも一冊一冊、丁寧に自分史を作っていき、自分史を書き残す文化を、
福島から作っていきたいと思います。

『３月１０日』制作室 ～自分史で福島を書き残す～

オープンジャパンが応援している地元の団体の紹介です。

津波で傷つきながらも人々の生命を守り続け、古くから多くの人々に大切にされてきた、 
神社や公園、人々の憩いの場となる所に、多くのボランティアと共に植樹をしたり花を植えました。
津波で傷つきながらも人々の生命を守り続け、古くから多くの人々に大切にされてきた、 
神社や公園、人々の憩いの場となる所に、多くのボランティアと共に植樹をしたり花を植えました。

昨年は全国からのべ 800 人のボランティアさん
が来て下さいました。多くの仲間が今も継続的に
支援協力して下さっています。

昨年は全国からのべ 800 人のボランティアさん
が来て下さいました。多くの仲間が今も継続的に
支援協力して下さっています。

この 3 年間共に活動する中で改めて自然の大切さ、命の尊さを痛感しました。『山も海も河も
島もある』石巻を多くの人に知ってほしい、「自然の豊かさと人と人の繋がりを感じてほしい」
そのような気持ちで、子どもキャンプの実施を行っていきたいと思っています。3 年目となる
今年も、【ワンピースキャンプ in 網地島】を 7 月に開催予定です。

この 3 年間共に活動する中で改めて自然の大切さ、命の尊さを痛感しました。『山も海も河も
島もある』石巻を多くの人に知ってほしい、「自然の豊かさと人と人の繋がりを感じてほしい」
そのような気持ちで、子どもキャンプの実施を行っていきたいと思っています。3 年目となる
今年も、【ワンピースキャンプ in 網地島】を 7 月に開催予定です。

2011年12月、石巻市内の5つの仮設住宅自治会役員が集い『石巻
仮設住宅自治連合会』が結成されました。毎月１回各仮設自治会役員が
集まり、仮設住宅の様々な課題や有益な情報について情報交換を行い、
その場に石巻市担当課・社協・警察署・支援団体が加わり、駐車場問題
や自治会運営費等様々な課題を連携しながら解決していきました。
当初は小さな会でしたが2014年現在、加盟団地が3７団地となり『石
巻仮設住宅自治連合推進会』と名称を変更し、4つの支部に分かれ支部
会とその支部長の集まる理事会を毎月行っております。
情報共有だけでなく、仮設対抗スポーツ大会やカラオケ大会など
仮設住宅の垣根を越えた交流と再会の機会を作っています。
4年目を迎え、災害公営住宅への移動等これから様々な変化を迎える仮設住宅環境。仮設自治会が連携しながら、
乗り越えていくこの活動に応援よろしくお願いします。

http://www.smile-seed.org

http://ishiren.web.fc2.com

吉澤 武彦（タケ）

http://20110310.seesaa.net
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本年度は、台風など豪雨災害が相次いだ。その中で、
岩手県雫石町や伊豆大島、豪雪災害の秩父市や山梨県
にもスタッフが入り支援活動を行った。

また私は、１１月８日に発生した巨大台風３０号の被災地
フィリピンのレイテ島、セブ島、バンタヤン島、パナイ島
に入り、初動での食糧配布やシート、竹などでシェルター
作りの緊急支援を行っていた。（写真右）
支援を決めた場所のひとつは、セブ島北部の港から１時
間半のバンタヤン島周辺で、レイテ島の後に台風が島の
真上を直撃通過し、高い山が無かった為に、多くの椰子
の木（写真右下）や果物の木々をなぎ倒し、屋根や漁船
も飛ばして破壊した。
　　
一ヶ月半が経過したレイテ島やセブ島北部、バンタヤン島を
訪ねたが、フェリーで大型トラックが容易に入り物資を届け
られる場所には一定の支援が入っていた。しかし、港が無く、
バンカー船しか入ることが出来ない離島への物資配給情報が少
なかった為、現地の支援担当とバンカー船をチャーターし、島を
訪ねた。
５つのバランガイに別れている集落を歩き調査しながら、１番奥に位
置している地区には、まったく支援が入っていない現状を発見した。一ヶ
月半も経過しているが、屋根は飛ばされたままで、わずかなシート下でス
コールを避けながら暮らす人々の多さに、心から支援が必要な困難な状
況だと一見して分かった。
この島を含めて、被災後に協力団体と支援を行った内容は下記の通りで、５、
８月も現地へ、夏は日本の子ども達も連れて向かう予定だ・・・。
食糧等支援（2000世帯分）、物資支援（ブルーシート1600m分、発電機3台、
チェーンソー2台、竹（大型トラック3台）、エンジン付きバンカー船（４艇、
1艇作成中）、屋根、柱材100世帯分、等。

吉村 誠司（助）

夏に各地で起こった水害では、大雨により河川のはんらん・浸水・土砂崩れ・道路の
冠水・陥没被害に見舞われた岩手県雫石町にて、1 カ月にわたり活動しました。ボランティア
センターのサポート、ニーズ調査やマッチングを中心に活動し、被災経験の少ない町において、
第三者の立場から行政とボランティアセンターの役割分担について提言させて頂きました。
雫石町での活動を通して、土砂や瓦礫の撤去作業を行うボランティアの安全を確保するためには、
特殊技術を有するボランティアの存在が重要であることも、改めて痛感しました。また、この時
の活動については町の広報誌にも掲載して頂き、年明けには社会福祉協議会から感謝状までいただき
ました。
10 月の伊豆大島水害においても 1 カ月あまり活動しました。中心地から離れた泉津地区・岡田地区の
ボランティアセンターのサポートに入り、支所との連携、2 次災害対策、住人の方々と一緒に東京都
へ要請などを行い、国際学生ボランティア IVUSA・国士舘大学・ＳＥＥＲＶなどとの連携活動と
現場調整、重機やダンプなどの車両準備とオペレーターの呼び掛けなど、オープンジャパンらし
い活動展開となりました。
記憶に新しい 2 月に発生した関東甲信越の雪害では秩父市にて活動。ボランティアセンターや地域全体
との関わり方は秩父出身の清野君（『３月１０日』制作室の担当者）に任せ、ボランティア派遣の行き
届いていない孤立していた地域において、出会った方一人ひとりに寄り添う形での支援活動と、それ
ぞれの地域において違う形での支援活動を行なってみました。
改めて思うのが、大きい団体を目指すのではなく、志のある一人一人、そしてさまざまな団体との
ネットワークによる災害支援の輪を作って行きたいと考える1年となりました。

肥田 浩（ひーさん）

緊急支援活動
～国内外各地の被災地へ～
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一般社団法人OPEN JAPAN オープンジャパン　(旧ボランティア支援ベース絆)
〒986-0821 宮城県石巻市住吉町1-1-2　
Tel &Fax：0225-92-7820　E-Mail：info@openjapan.net 　URL：www.openjapan.net　
お問合せ　代表・吉澤 武彦　　顧問・吉村 誠司　木村 とーる
＊OPEN JAPANの各プロジェクトではボランティアを募集しておりますので、詳しくはwebサイトをご覧ください。

印刷協力：キーン・フットウェア株式会社

石巻市社会福祉協議会　災害復興支援対策課　阿部 由紀さん

復興をしていく街づくりは、今からが本番だと感じているところがあります。どんな街にしていくかは、実際は市民が
主体となって作って行く事が大切だと思っていますので、それを側面からどう支えて行くかが私たちの役割の一つでも
あると考えています。
１０年２０年先を見据えて、歴史や文化が違う地域毎に話し合いの場や座談会を開催して、「こんな街になったらいい
な」っていうプランを共に描けたらと思っています。
例えば「支い合う地域づくり」を目指すとき、小学生の挨拶運動から始まって、互いに声のかけあえる地域づくりに展開し、顔見知りが増えていく事によって、
自然に支え合えるようになって行くのではないかと考えます。市民と共に「気づき」のある地域づくりをお手伝いし、それをどう表現すれば浸透するのか
を工夫し、継続的に活動していける環境を整備していけたらいいと思っています。

石巻仮設住宅自治連合推進会　事務局長　内海 徹さん

今の石巻の状況としては物資より心のケアが大事である。自治連合推進会としては、共に支えあえる日々を大切する
ように心がけています。
これからはやっとだが復興住宅ができて、仮設住宅から復興住宅へと引っ越しが始まるだろう。しかし、復興住宅付
近に暮らす元来の地域住民と、うまくやっていけるだろうか。そう考えると隣接した住民とのコミュニケーションに
不安がある。こちらとしても地域の一員としてがんばらなくてはいけないし、もともと暮らす方々もぜひ暖かく迎え
ていただければ助かる。
また金銭的にも自立（復興住宅に入れない）できない人が残る可能性もある・・・。この事を考えるととても不安です。
行政だけに頼るわけにもいかないので、普段から共に助け合える関係でいられるように心がけておきたい。お互いに

声を掛け合っていく事がこれからとても大事になってくる。
また仮設自治連合推進会を継続する財政状況にも不安がる。今の県の助成金が 3 月で終わる・・・。次からどうするか。助成金が無くては経費もでない状
況なので何とかしなくてはいけないという思いがある。 

２０１４年（石巻の今） 地元に暮らす方々の声

企業との連携
～パートナー企業と共に～

OPEN JAPANでは、東日本大震災の被災地における様々なプロジ
ェクトや他の地域における支援活動だけでなく、社会貢献を追
求しながら、現場の状況に応じたプロジェクトを生み出し、育み、
変化させ続けていきます。こうした全ての活動のベースとなる
OPEN JAPANへのご支援をお願い致します。

OPEN JAPANへのご支援のお願い
▼他銀行からお振込みの場合　

店名（店番）二二九（ニニキユウ）店（229）

預金種目 当座　

口座番号 0126661

▼ゆうちょ銀行お振込みの場合　

口座記号番号 02250-5-126661　

口座名称 一般社団法人 OPEN JAPAN　

口座名称 シヤ）オープン　ジャパン

オープンジャパンのWEBサイト　　www.openjapan.net
日々の活動や、オープンジャパンに関する詳しい情報などはWEBサイトよりご覧下さい。また2013年度、2012年度の報告書もご覧になる事が出来ます。　

カーシェアリングの車は石巻専修大学で
自動車工学を学ぶ学生達が授業の一環として
整備し、タイヤ（日本ミシュランタイヤ・
東洋ゴム工業・横浜ゴ ム・住友ゴム工業）、
オイル（ルート産業）等をメーカーから協賛
をいただき実施しています。『3月10日』制作
室では、インタビューした音声をテープ起こ
しする地道な作業が必要なのですが、ＮＴＴデー
タの有志の方々が中心となってその作業を支えてくださっています。仮設住宅を定期的に訪問して催しを行う活動及び漁業支援等を三井住友銀行の協力の
元行っております。キーンフットウェアは販売収益の一部をカーシェアリング、ＩＢＵＫＩ、OPEN JAPAN 事務局の財源に還元し続けてくださって
います。他にもここでは紹介しつくせない様々なサポートをいただきながら取り組みを進めております。 
私達だけではできないより大きな貢献をパートナ企業と共に実現してまいります。
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表紙・柚木ミサト　デザイン・鈴木匠

私達の被災地支援における雛形は、神戸で7年半活動した「神戸元気村」（代表：山田和尚氏"通称バウさん"）です。後にバウさんは「OPEN JAPAN」の名称で災害支援の枠を超えた様々な
社会的活動を展開し、2011年秋に全ての活動に終止符を打ちました。バウさんの意思を受け継ぎ『支援活動』から『縁の下から日本の扉を開く活動』へ移行する決意と共に「ボラン
ティア支援ベース絆」の中心を担っていた元神戸元気村スタッフらで、2012年3月「一般社団法人OPEN JAPAN」を設立しました。
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